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平
成
２６
年
第
３
回
下
関

市
議
会
定
例
会
で
、「
下

関
市
住
民
自
治
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」が
可
決
、
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
一

定
の
周
知
期
間
を
経
て
平

成
２７
年
１
月
１
日
に
施
行

さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で「
住

民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」に
つ
い
て
、
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
話
し
合
い
に
基
づ

き
、
お
お
む
ね
中
学
校
区
の
範
囲
で
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
を
設
立
し
、
地
域
に

お
け
る
共
通
の
課
題
の
解
決
や
地
域
活

性
化
を
目
的
と
し
て
行
う
活
動
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　
住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、

地
域
が
持
つ
本
来
の
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

主
体
的
に
身
近
な
地
域
課
題
の
解
決
や

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
地
域
の
力
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
資
す
る
効
果
が
あ
り
、
多
様
性
に

富
ん
だ
本
市
の
個
性
を
生
か
し
、
安
全

　
地
域
サ
ポ
ー
ト
職
員
制
度
の
創
設
、

活
動
拠
点
の
確
保
、
財
政
的
支
援
、
人

材
育
成
、
情
報
提
供
、
情
報
発
信
な
ど

を
行
い
ま
す
。

「
住
民
自
治
に
よ
る 

ま
ち
づ
く
り
」と
は
？

　
本
格
的
な
地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え

る
中
、こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
体
に
は
、

自
己
決
定
と
自
己
責
任
の
考
え
の
も

と
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
魅
力
あ

る「
元
気
な
下
関
」を
実
現
し
て
い
く
に

は
行
政
の
み
な
ら
ず
、
市
民
の
皆
さ
ん

や
市
民
活
動
団
体
、
企
業
な
ど
多
様
な

主
体
が
加
わ
り
、
課
題
を
発
見
し
解
決

す
る
、
地
域
と
行
政
が
連
携
し
地
域
力

を
創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
住
民
自
治
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」
が

必
要
な
理
由
は
？

　
住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の

市
民
の
皆
さ
ん
や
市
民
活
動
団
体
な
ど

が
自
主
的
・
主
体
的
に
設
立
す
る
任
意

の
組
織
で
す
。
市
と
し
て
も
参
加
と
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

く
た
め
、
市
内
全
域
に
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
設
立
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

と
は
？

市
の
支
援
は
？

今
後
の
主
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

で
安
心
な
社
会
、
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
寄
与
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

■問
地
域
支
援
課
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【まちづくり協議会の組織体制の一例】【まちづくり協議会設立のメリット】

下関市住民自治によるまちづくり

平成２６年 平成２7年 平成２8年
住民自治によるまちづくりの
推進に関する条例の施行
住民自治によるまちづくり推
進計画の策定と推進
まちづくり協議会の
設立準備会の立ち上げ
まちづくり集会の開催

シンポジウムの開催 ２月 ２月（予定） ２月（予定）

未来大学の開校（人材育成）

①
地
区
住
民
の
意
見
や
課
題

の
把
握
が
で
き
る

②
信
頼
関
係
・
つ
な
が
り
が

強
固
に
な
る

③
担
い
手
不
足
解
消
に
つ
な

が
る

④
地
区
の
一
体
感
が
育
ち
各

種
活
動
が
活
性
化
す
る

⑤
新
た
な
課
題
解
決
の
た
め

の
連
携
が
と
れ
る


